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概要

本稿は　離散データ推定のひとつである順序ロジットモデルの基

本事項を確認したうえで具体例を用いて、最小二乗法や多頭ロシッ

トモデルと順序ロシットモデルの結果の違い、及び、順序ロジット

モデルのグループの分け方が推定結果にどのような影響を与えるか

を考察する。
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1はじめに

近年、インターネットやパソコン機能の発達により、様々なアンケート調

査が行われ、多くのデータを得られるようになった。そして、得られたデー

タを分析して、いかに多くの情報を引き出すかも重要な要素である。しかし、

その成果を有効に活用しているとは必ずしもいえない。各設問の結果を表に

して終わっている例も多い。もう少し進んで、解答分布と回答者の属性を分

割表にして、属性毎の特徴を出そうとしている例は報告書によく見られるが、

それでも情報を有効に生かしされているとはいえない。なぜなら、どの属性

†本稿は　平成23年5月25日に開催された、平成23年度第1回福山大学経済学研究会の報告を基に

しています。参加者の方には　貴重なコメントを多数いただき、厚く御礼を申し上げます。
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が最も解答情報に影響を与えているかまでは分からないからである。

本稿では　アンケート調査のなかでも、特に順序のある選択肢問題の解答

の決定要因を考察する。具体的には順序ロシットモデルの推定方法を確認し、

具体例を用いて、最小二乗法や多頭ロジットモデルと順序ロジットモデルの

結果の違い、及び、順序ロジットモデルのグループの分け方が推定結果に与

える影響を確認する。

具体例としてば　家計の貯蓄額（現在の保有金融資産残高）を取り扱う。

家計の貯蓄に関しては　様々な年代、地域、対象者に関して分析が可能であ

るが、ここではある時点におけるアンケート調査を対象とする。その際に一

つ問題となるのば　貯蓄額や資産額を質問する際の、回答の信頼性である。

細かい資産構成や貯蓄額を覚えていないケースもあれば　答えたくないため

に違う値を書くケースも考えられる。質問の仕方にも工夫が必要である。具

体的な数値を聞くと、詳細な情報が得られるが、そのぶん、正確性に問題が

生じるとともに未回答の割合が増えることも予想される。逆に、階級幅で聞

くと、答え易くはなるが、そのぶん情報量は少なくなり、推定の際にも十分

な変動が得られない。

階級幅の質問の場合、通常の最小二乗法ではなく、階級の中から一つ選ぶ

多項選択モデルを推定することになる。さらに、額に順序があるので　順序

ロシットモデルを推定することになる。以下では、通常の最小二乗法や多項

ロジットモデルを推定した場合と比較して、順序ロシットモデルを推定した

場合にどれほど結果が変わってくるかを中心に、議論を行う。既存研究では

統計理論に基づいた推定量の特性をみるか、推定をする際の一つの方法とし

て扱われてきたが、本稿では順序化する際にいくつかのパターンで分析をす

ることにより、結果の差についても検討する。

本稿の構成は以下のとおりである。2節では順序ロシットモデルをめぐる

議論をまとめ、3節では本稿で利用するデータを紹介し、4節で推定と結果
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の考察を行い、5節がまとめとなる。

2　順序ロシットモデル

実際の推定に入る前に、順序ロジットモデルの特徴について、簡単に言及

する。北村（2009）では　順序モデルを考える上での前提として、統計データ

に順序付けが可能なような項目があったとしても、それが相互に排他的であ

り、その順序付けが全ての経済主体によって同一であること、順序に応じて

与えられている数値は序数的なものであることを挙げている。

基本モデル1は

瑳＝碕十°詳＝1，…，れ　　　　　　　　　　　　　　（1）

とする。ただし、涼は以下のようなメカニズムで離散的に観測される変数

である。

卑1＜扉≦Ho　のとき、凱＝0、

埴＜瑳≦伍　のとき、凱＝1、

伍＜擁≦H2　のとき、擁＝2、

以下同様に、

朽＿1＜扉≦初　のとき、抜＝J

ここで、パラメータ推定の尤度関数を求めるのに必要な確率は、

P（抜＝J）＝［F（祐一l勘）－F（雄一1－β勾）］＞0

と書ける。例えば雄が0，1，2の3通りの値しかとらない場合は、

0をとる確率は、

P（凱＝0）＝F（0－l抗）一十十∞－l勘）＝F（－l拐）

l　以下、表記はGreene and Hensher（2010）を参考にしている。基本的な説明は　松浦・マッケ

ンジー（2001）などを参照。
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1をとる確率は、

P（擁＝1）＝F（伍－1わーF（0－1の

2をとる確率は

P（y。＝2）＝F（＋∞－伽2）－F（F4－l拐）＝1－F（F4－位3）

となる。このことから、対数尤度関数は

logL＝∑∑m擁g［F（祐一lTi）－F（生1－1瑚

となる。ただし、m詰まyi＝jのときに1、その他のときに0をとるIndicator

functionである。

しかし、各選択肢ごとの係数の大きさ及び符号は、上式からは分からない

ので　通常は限界効果で解釈する2。

順序モデルは　いろいろな分野に応用されている。小林（2001）では、社債

の格付けモデルを例にとっている。北村（2009）では　年金投資選択問題へと

応用している。他に、GreeneandHensher（2010）では、社会現象に対する

フィーリングへの5段階判断を対象としている。本稿では　貯蓄額に対する

階級幅で用いている。

3　データ

上記の推定例として、日本FP協会が平成21年2月に調査を実施した「若

者（20代）のライフプランニング意識調査」を用いる。個表データを提供し

ていただいた日本FP協会に感謝する。なお、以下の内容は「若者（20代）

のライフプランニング意識調査」結果報告書の内容に基づいている。この調

2　限界効果についても、統計ソフトのコマンドを利用して計算できる。
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査は、20代の若者のファイナンシャル・プランニングについての総合的な

コンサルティングサービスや社会教育に役立てるための情報収集を目的に実

施された。調査対象は20歳以上29歳までの一般的な生活をしている男女

15，000人で、住民基本台帳に基づく地域ブロック別年代別人口比率で均等割

り付けをしている。調査地域は全国で、インターネット調査を行っているが、

20代であることを考えると、偏りはあまりないと思われる。サンプリング方

法は日経リサーチ保有パネルより抽出している。平成21年の2月6日から

12日に調査を行い、有効回収数は3，756である。

本稿では　現在の保有金融資産残高の決定要因を取り上げる。具体的には

「あなたの現在の保有金融資産（預金・株式・投資信託など）の残高はおよそ

いくらですか」という質問である。

解答は、

1．なし

2．25万円未満

3．25万円～50万円未満

4．50万円～100万円未満

5．100万円～200万円未満

6．200万円～300万円未満

7．300万円～400万円未満

8．400万円～500万円未満

9．500万円～600万円未満

10．600万円～700万円未満

11．700万円以上

の11個から一つ選ぶ形式である。その分布が表1の通りである。中位数

は50－100万円の間となる。
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表1　貯蓄残高の分布

人数　　割合（％）累積割合（％）

0万円　　　　　　　　　665　　17．74　　　17．74

0－25万円未満　　　725　19．34　　　37．09

25－50万円　　　　　385　　10．27　　　　47．36

50－100万円　　　　479　　12．78　　　　60．14

100－200万円　　　　575　　15．34　　　75．48

200－300万円　　　　296　　　7．90　　　83．38

300－400万円　　　　209　　　5．58　　　88．95

400－500万円　　　110　　　2．93　　　91．89

500－600万円　　　　81　　2．16　　　94．05

600－700万円　　　　42　　1．12　　　　95．17

700万円以上　　　　181　　4．83　　　　100

合計　　　　　　　　3，748　　100

また、貯蓄額の決定要因を推計する際に、説明変数として利用したデータの

記述統計は表2のとおりである。

－52－



順序ロジットモデルによる貯蓄関数の推定

表2　記述統計

平均

男性　　　　　　　　　　0．498

20代後半　　　　　　　0．578

既婚

持家
高卒

専修・高専・短大卒
大学・大学院卒
社会人

学生

専業主婦・専業主夫
年収100万未満

年収100－300万

年収300－500万

年収500万以上

0．235

0．277

最大値
1

0　　　　　1

0　　　　　1

0　　　　　1

0．174　　　0．379　　　　　0　　　　　1

0．162　　　0．369　　　　　0　　　　1

0．474　　　0．499　　　　　0　　　　　1

0．611　　0．488　　　　　0　　　　1

0．245　　　0．430　　　　　0　　　　　1

0．088　　　0．283　　　　　0　　　　1

0．270　　　0．444　　　　　0　　　　　1

0．305　　　0．461　　　　0　　　　1

0．324　　0．468　　　　　0　　　　1

0．141　　0．348　　　　　0　　　　1

＜注＞

1、全てダミー変数である。

2、「20代後半ダミー」は25歳以上が1、それ未満が0。

3、学歴の基準は中卒。

4、職業別の基準は無職。

5、年収の基準は「なし」。

説明変数は　Suruga and Tachibanaki（1991）や村田（2003）で利用され

ているような、所得額やそのリスク度合い等の変数を選んだ　また、説明変

数の候補同士の相関係数は表3の通りである。
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各変数間の相関係数はそれほど大きい組もないので　これらの変数を説明

変数として用いる。

4　推定結果

はじめに、最小二乗法を用いた推定を行う。つまり、被説明変数は貯蓄額

のグループの1から11まで、説明変数は表3であげた変数群である。推定

結果は表4の通りである。

表4　最小二乗法の結果

係数　　　　標準誤差　　　　t値　　　　　p値

男性

20代後半

既婚

持家

高卒

ー0．209

0．436

0．241

0．218

－0．253

専修・高専・短大卒　　　　　　－0．177

大学・大学院卒　　　　　　　　0．459

社会人　　　　　　　　　　　　　0．507

学生　　　　　　　　　　　　　　0．368

専業主婦・専業主夫　　　　　1．185

年収100万未満　　　　　　　　0．127

年収100－300万　　　　　　－0．181

年収300－500万　　　　　　1．389

年収500万以上　　　　　　　　3．327

定数項　　　　　　　　　　　　　2．278

0．083　　　　　　－2．53　　　　　　0．01

0．095　　　　　　4．60　　　　　　0．00

0．115　　　　　　2．10　　　　　　0．04

0．084　　　　　　2．59　　　　　　0．01

0．147　　　　　　－1，72　　　　　　0．09

0．165　　　　　　－1，07　　　　　　0．28

0．147　　　　　　3．12　　　　　　0．00

0．181　　　　　　2．80　　　　　　0．01

0．196　　　　　　1．87　　　　　　0．06

0．235　　　　　　5．05　　　　　　0．00

0．119　　　　　　1．07　　　　　　0．29

0．106　　　　　　－1．70　　　　　　0．09

0．118　　　　　11．78　　　　　　0．00

0．163　　　　　　20．35　　　　　　0．00

0．220　　　　　10．36　　　　　　0．00

男性ダミーは負に有意、20代後半ダミーは正に有意、既婚ダミーと持家ダ

ミーも正に有意である。

学歴は　大卒で正に有意となっている。また、職業別にみると、すべてで

正に有意となっている。年収では、高くなるほど正に有意となっている。

しかし、通常の最小二乗法では被説明変数の階級値が線形、つまり、グルー

プ2から3への変化も、グループ9から10への変化も同等と考えられてし
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まう。そこで　非線形を考慮した分析を行う。

まず、貯蓄の有無を（二項）ロジットモデルを用いて推定する。推定結果

は表5の通りである。

表5（二項）ロシットモデルの結果

係数

男性　　　　　　　　　　　　　　0．103

20代後半　　　　　　　　　　　0．156

既婚　　　　　　　　　　　　　　0．488

持家　　　　　　　　　　　　　　0．108

高卒　　　　　　　　　　　　　一0．624

専修・高専・短大卒　　　　　　－0．456

大学・大学院卒　　　　　　　　0．289

社会人　　　　　　　　　　　　－0．051

学生　　　　　　　　　　　　　　0．025

専業主婦・専業主夫　　　　　　0．452

年収100万未満　　　　　　　　0．755

年収100－300万　　　　　　　0．517

年収300－500万　　　　　　1．144

年収500万以上　　　　　　　　2．438

定数項　　　　　　　　　　　　　0．453

標準誤差　　　　t値　　　　　p値

0，098　　　　　　1．05　　　　　　0．29

0．111　　　　　1．40　　　　　　0．16

0．169　　　　　　2．89　　　　　　0．00

0．100　　　　　　1．08　　　　　　0．28

0．149　　　　　　－4．19　　　　　　0．00

0．175　　　　　　－2．61　　　　　　0．01

0．161　　　　　1．79　　　　　　0．07

0．196　　　　　　－0．26　　　　　　0．80

0．200　　　　　　0．13　　　　　　0．90

0．276　　　　　1．64　　　　　　0．10

0．126　　　　　　6．01　　　　　　0．00

0．130　　　　　　3．97　　　　　　0．00

0．140　　　　　　8．19　　　　　　0．00

0．282　　　　　　8．64　　　　　　0．00

0．225　　　　　　2．01　　　　　　0．04

表4の最小二乗法の時の結果と異なり、既婚ダミーが正に有意、高卒、短

大ダミーが負に有意、所得ダミーが正に有意となっている。

次に、資産を保有している家計についてもいくつかのグループに分けて、

多項ロジットモデルを推定する。

表6（1）は①保有なし、②100万円以内、③100万円以上の3グループ、

表6（2）は①保有なし、②100万円以内、③100－300万円、④300万円以上、

の4グループ、表6（3）は①保有なし、②25万円以内、③25－100万円、

④100－300万円、⑤300万円以上の5グループに分けてそれぞれ推定し

ている。いずれも推定結果の限界効果である。
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順序ロジットモデルによる貯蓄関数の推定

表6（1）多項ロジットモデル（3個）の結果（限界効果）

①保有なし
限界効果　標準誤差

57

男性
20代後半
既婚
持家
高卒
専修・高専・短大卒
大学・大学院卒
社会人

主婦・専業主夫
100万未満
100－300万

300－500万
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順序ロジ、ノトモデルによる貯蓄関数の推定

表6（2）多項ロジットモデル（4個）の結果（限界効果）

①保有なし
限界効果　標準誤差
－0．010　　　　0013

－0．024　　　　0．015
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順序ロジットモデルによる貯蓄関数の推定

表6（3）多項ロシットモデル（5個）の結果（限界効果）

－59－

限界効果　　標準誤差
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順序ロジットモデルによる貯蓄関数の推定

表6（1）をみると、①保有なしについては　既婚ダミーが負に有意、高卒、

短大卒ダミーが正に有意、大卒ダミーが負に有意、専業主婦ダミー、所得ダミー

が負に有意となっている。②100万円以下では　男性ダミーが正、20代後

半が負、学歴は負、年収は少ないほど正に有意、多いほど負に有意となって

いる。逆に③100万円以上では男性ダミーが負、20代後半が正、既婚ダミー

が正、持家ダミーも正、大卒ダミーも正、専業主婦ダミーが正に有意となっ

ている。所得に関しては　多いほど正に有意となっている。

表6（2）では、①保有なし、②100万円以下については　表6（1）とほぼ同

様の結果となっている。表6（1）の100万円以上を2つのグループに分けて

いるが、③100－300万では、既婚ダミーが正、大卒ダミーが正、所得ダミー

が一部有意となっている。④300万円以上では、男性ダミーが負、20代後

半ダミーが正、持家ダミーが正、専業主婦ダミーが正、所得は高いほど正に

有意となっている。

表6（3）では、①保有なしについては　表6（1）（2）とほぼ同様の結果となっ

ている。②25万円以内については　大卒ダミーが負、職業ダミーも負、所

得は高いほど負に有意なっている。③25－100万では　男性ダミーが正、

所得ダミーは一部有意となっている。④100－300万円、⑤300万円以上

については、表6（2）と同じになっている。

表6の多項ロシソトモデルでは　3個、4個、5個それぞれ並立した選択

肢から1個選ぶという行動が仮定されている。しかし、ここでは貯蓄額の階

級を対象にしていて、それぞれの選択肢に順序付けができるので、順序ロジッ

トモデルを用いて推定する。グループ分けは　表6と同じである。表7（1）か

ら（3）までが推計結果の限界効果である。
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順序ロシットモデルによる貯蓄関数の推定

表7（1）順序ロジットモデル（3個）の結果（限界効果）

①保有なし
限界効果　標準誤差

男性　　　　　　　　　　0．012　　0．008

20代後半　　　　　　　－0．035　　0．010

既婚　　　　　　　　　－0．042　　0．011

持家　　　　　　　　　－0．019　　0．008

高卒　　　　　　　　　　0，047　　0．017

専修・高専・短大卒　　0．022　　0．018

大学・大学院卒　　　　－0．041　　0．014

社会人　　　　　　　　－0．024　　0．018

学生　　　　　　　　　－0．011　　0．018

専業主婦・専業主夫　　°．062　　0．016

年収100万未満　　　　－0．035　　0．011

年収100－300万　　－0．003　　0．011

年収300－500万　　－0．124　　0．010

年収500万以上　　　　－0．157　　0．008
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順序ロジットモデルによる貯蓄関数の推定

表7（2）順序ロジットモデル（4個）の結果（限界効果）

①保有なし
限界効果　標準誤差
0015　　　　0．008
－0039　　　　0．009
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0．044　　　　0．016

0．019　　　　0．017
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－0．015　　　　0018

－0．071　　　0．014
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順序ロジットモデルによる貯蓄関数の推定

表7（3）順序ロシットモデル（5個）の結果（限界効果）

限界効果　　標準誤差
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順序ロジットモデルによる貯蓄関数の推定

表7（1）では　①保有なしについては　20代後半ダミーが負に有意、既婚

ダミーが負に有意、持家ダミーが負に有意、学歴は高卒は正に有意、大卒は

負に有意、専業主婦も負に有意、年収は大半が負に有意となっている。②

100万円以内では、20代後半ダミーが負に有意、既婚ダミー、持家ダミーも

負に有意、高卒が正に有意、大卒が負に有意、専業主婦も負に有意、所得も

大半が負に有意となっている。③100万円以上では　20代後半、既婚、持

家ダミーがそれぞれ正に有意、高卒ダミーが負に有意、大卒、専業主婦及び

大半の所得ダミーが正に有意となっている。全体としてば　表6（1）と比べる

と、有意な変数が多く、グループ間でもはっきりとしている。表7（2）では、

①保有なし、②100万円以内については　表7（1）とほぼ同様である。③

100－300万円では　20代後半ダミー、既婚ダミー、持家ダミー、大卒ダ

ミー、専業主婦ダミー、は正に有意、所得ダミーは一部が正に有意となって

いる。高卒ダミーが負に有意となっていた。表7（3）では、①保有なしについ

ては　表7（1）（2）と同じである。④100－300万円、⑤300万円以降につい

ても表7（2）と同じである。②25万円以内では20代後半、既婚、持家、大卒、

職業、大半の所得ダミーが負に有意、高卒が正に有意、③25－100万円では、

20代後半、既婚、大卒、社会人、主婦、大半の所得ダミーが負に有意となっ

ている。

5　おわりに

本稿では　順序ロシットモデルを用いてクロスセクションの家計の貯蓄関

数を推定した。その際に、グループ分けを何通りの方法かをためしてその分

け方による結果の違いも確認した。予想される通り、グループ分けを細かく

するほど、より詳細に貯蓄額に影響を与える要因を把握できる。多項ロシッ

トモデルの場合より、順序ロシットモデルの場合の方が、限界効果は有意な

変数が多くなっている。
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